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このときできる電場を誘導電場という。
誘導電場 Eは （導熱圏，靆）で求められる.

Bの醼しによる誘導起電力を求める.
グラフよりBの変化率を求めると、

噐 県
よって半径rの円を貫く磁束の変化率等は、
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これより半径rの円での誘導起電力は.

にIT|= BEが
誘導電場を求めると
E =レー = t

= 瀅
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ここに電気的なエネルギーが生まれる。

実際にどこかが高電位になって.どこかが低電位になっている
わけではないが下図のようなエネルギーと、このエネルギー
が等価となる。

1周で電位がV下がるような
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電場により二のエネルギーを議論すると

E=Ticなる.
* 実際に電位が1周でVas低くなっていて、
その化なきから、E=一"とできるわけではない。
正しくは、エネルギーと仕事での議論となる。

エネルギーの式をたてると
（Vで考えるエネルギー）=（カ×たりで考える仕事）

q v=GE× 2元に

o n e ：.だが「となる-_-



興続き
誘導起電力の向きは、Bの変化を打ち消す向きに発生する.

t.tt、B（増える）

し介
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）-この向きにIを流すような向きに、
誘導電場が発生！ 打ち消す向

きの磁場
* 実際に電流が流れているわけではないのでB'はない、

嘿懸豔'癱
（だい = Q E ⇒ななご遑な簿加速度運動となる

運動方程式をたてると
m a = Q E

.：a=T=？"
等加速度運動の式 にひ。+a tより

ひ=ひ｡ t0@t1.i
ひ､ =ひけ、興、



か国続き
円軌道になるときは円運動の運動方程式mで？Fが成立する

！！t.BA?j、Q にいた0ではB=oなので、
Tのみがはたらく。

mmF=To

（た
たちではB=B。なのでToとQひ、B。がはたらく.

Mt=T,t QU , B o i.T，=Mttaakgoeen,


